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若手会員の会　活動報告
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（若手会員の会からのお知らせはホームページにも掲載しています）

第 57 回若手会員の会運営委員会開催報告

若手会員の会運営委員会　副委員長　仁木 隆裕（東芝エネルギーシステムズ）　

Minutes of the 57rd meeting of the WELNET steering committee

1　第 57 回若手会員の会 運営委員会開催報告

　9月 12 日（火），平成 29 年度秋季全国大会の開催に併

せて，若手会員の会運営委員会を開催いたしました．新

運営委員の承認や，平成 29 年度前期に開催した若手研

究会・勉強会の報告，今後の活動計画について審議しま

した．主な議事内容は以下の通りです．

日　時：平成 29 年 9 月 12 日 ( 火 )　12:00 ～ 13:00

場　所：九州工業大学 戸畑キャンパス 総合教育棟 

	 3 階「C-3A 会議室」

出席者：委員長，副委員長ほか運営委員，計 36 名

	 （委任 7名）

1.1　新運営委員の紹介

　3名の新運営委員について藤井委員長から紹介された．

　・瀧田 敦子 氏（秋田県産業技術センター）

　・津田 直寛 氏（東北鉄骨橋梁）

　・劉 恢弘 氏（大阪大学接合科学研究所）

　また，1名の委員の退任について報告された．

　・佐々 正登 氏（日本冶金工業）

1.2　平成 29 年度若手委員の会の活動，今後の計画につ

いて

　平成 29 年度第 1回若手の会研究会見学会は，6月 9日

（金）に愛知産業本社にて開催された．同研究会に併せ，

WELNET 勉強会を開催した．勉強会では，小濱委員がファ

溶 接 学 会   若 手 会 員 の 会

シリテータとなり，粒界工学に関する内容に関し活発な

議論がなされた．第2回若手の会研究会は，11月27日（月）

に，関西支部と共催で Hitz 日立造船堺工場にて開催の

予定である．第 3 回は，九州支部若手グループとの共催

で計画しており，平成 29 年 12 月あるいは平成 30 年 1

月に開催の予定で調整していく．支部共催の若手の会研

究会では，支部間の交流・研究講演を充実させる必要が

あるため，研究講演および見学会はタイトなスケジュー

ルとなる．第 2 回以降の研究会に併せ WELNET 勉強会を

開催したいが，上記理由から同日開催は難しい．従前の

ように研究会見学会の前日あるいは翌日など，別の日程

を設ける必要がある．

　来年予定されている平成 30 年度春季全国大会イブニ

ングフォーラムでは，「海外研究・勤務経験を持つ若手

研究者・技術者が考える研究開発の意義とメリット」と

いうテーマで開催することを検討している．平成 24 年

度に開催したフォーラムとテーマが類似しているが，前

回平成 24 年から 6 年が経過し，参加者の世代交代も進

んでいるため，今一度同テーマでフォーラムを開催する

ことは有意義と考えている．公設試験研究機関，企業所

属の講演候補者のリストアップは完了しており，現在，

大学関係の講演候補者，海外企業に勤務経験の講演候補

者を探している．イブニングフォーラムはここ数年，全

国大会と同様な研究開発に関する講演発表が多く，聴講

者が気軽に質疑しにくい雰囲気があった．フォーラムの

テーマ名称は，ソフトな印象を与えるよう題目になるよ
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う，今後検討していく．

　若手会員の会による新しい活動として，溶接分野の人

材確保を主目的とした高等専門学校等への出前講義を検

討している．一部の高等専門学校打診した結果，2年生，

3 年生の授業の一環として，出前講義は有意義であると

の回答が得られた．学校側からの要望に応え，かつ学会

の目的を達成できるような講義内容を検討しなければな

らない．「力学」「プロセス」「冶金」分野から人選し ,

各 30 分程度の講演を検討しているが，委員から 2，3 年

の学生に溶接の専門的な内容を説明することは適切では

ないとの意見が挙がった．なぜ，溶接の研究が必要なの

か，溶接の研究開発に対する導入，モチベーションを丁

寧に分かり易く説明する必要がある．具体的な出前講義

実施に向けて，講演内容や形式について，さらに検討を

進めていく．

　「自由編集ページ」として若手会員の会から毎号メッセージをお送りさせていただいております．さらに内容の充実

を図るために読者の皆様の御意見・御感想をお聞かせください．若手会員だけでなく幅広く御意見をいただければ幸

いです．皆様からの御意見は「若手会員の会 運営委員会」で参考にさせていただきます．下記の項目について御回答

の上，郵送またはFAXでお送りください．お送りいただいた方の中から抽選で毎号１名様にQuoカードを差し上げます．

　◆送付先：　溶接学会　若手会員の会「Goiken-bako」係		  FAX: 03-5825-4331

　　　　　　　〒 101-0025 東京都千代田区神田佐久間町 4-20		 （Subject に ”Goiken-bako” と御記入ください）

　　　　　　　　　　　　 溶接会館 6F				  

-------------------------------------------------------------- 「Goiken-bako」記入項目 --------------------------------------------------------------
(1)　氏名， フリガナ，年齢， 溶接学会入会年，所属，住所（Quo カード送付先）

(2)　何月号についてお答えいただけますか．（　　　　　　　　　　　　　　）

(3)　「自由編集ページ」についてのご意見・ご感想．

(4-1) 今月の溶接学会誌の全ての記事の中で，興味のある記事（ページ番号でお答えください）．

(4-2) 今月の溶接学会誌についてのご意見・ご感想．

(5)　今後「自由編集ページ」や溶接学会誌で取り上げて欲しい記事．

(6)　その他，若手会員の会，溶接学会の各種活動についてのご意見・ご感想．

読者の　　　　　　　　　　（御意見箱）受付中！　　皆様の御意見をお聞かせください．Goiken-bako


